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◆保険に関して、どんなことでもご遠慮なくご相談ください◆ 
株式会社ジャパンサービス 担当  
旭川市豊岡１１条１－１－７ ワンスリービル３F 
TEL０１６６－３３－４０００ FAX０１６６－３９－３３１１ 

お金は本当にジャマにならないか… 

本当に“豊かさ”を実感させるものは？

◆豊かさが生まれる“瞬間” 

蓄財は大切なことです。そしてお金が貯まると確かに豊かな気分にな

れます。しかし、現実に“豊かさ”を実感するのは、そのお金が大好き

な家具や車、あるいは勉強や旅行などの“日々を豊かにするモノや事柄”

に回った時なのではないでしょうか。 

つまり本当の豊かさは、お金を貯めるだけではなく、それを有効に使

う時に生まれるのではないかということです。そう考えれば、現実の生

活が苦しくなるまで“貯める”お金は、時として“豊かさ実現のジャマ”

にもなり得るのではないかと感じざるを得ないのです。 
 

◆必要な“バランス感覚”～そのバランスを超えてくれるものとは？ 

 要するに、お金は貯める行為と使う行為の“バランス”がとれて初め

て、力を発揮するのかも知れません。貯めて使う、貯めて使う…、そん

なリズムが、豊かさを実感させてくれる基本ではないかということです。

 しかし保険には必ずしも、そんなリズムはありません。なぜなら、保

険料を短期間しか支払っていなくても、契約上の事象や損害が生じた際

には、契約上の保険金が支払われるからです。つまり“貯めて使って”

のリズムではなく“何かあった時はいきなり使える”形なのです。 

 それは“貯めて使って”という豊かさのリズムを壊してしまうような

出来事に、保険が正面から挑むからです。リズムを壊さないためには、

いきなりでも保険金という資金を作る、それが保険の役割なのです。 

豊かさのリズムに着目すれば… 

お金は行動や行為の“対価”だ。つまり、それは仕事や

投資の報酬だ。だからもちろん、たくさんあったに越し

たことはないが、お金を増やすには“仕事”や“投資”

の行動・行為も増やさなければならない。 

お金がたくさんあってもジャマにならないのは事実で

も、増やすための行動・行為が過剰になっては、それは

もはやジャマに近いものなのかも知れない。 

そんなバランス感覚も、現代には不可欠なのかも…？ 

お金はいくらあってもジャマにならないと言われま

す。そこで一生懸命“蓄財”に励んでいるのですが、

いったいどこまで貯めればよいのでしょうか。 

ご質問  
お金を貯めるだけでも豊かさを感じられる時期もあった！

ど
の
よ
う
に
…
？

“豊富”な現在、使う時に豊かな気分は倍増する

貯め上手と使い上手のバランスが豊かさの決め手

ただし、その中でも《保険》はやや性質が違う！
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ＡさんＢさん物語  
いつも無邪気なＡさんと、し 

っかりもののＢさん。保険と 

の付き合い方もずいぶん違う 

ということなのですが……？ 

事件簿なんばー：071205 

◇ ああ、飲み過ぎちゃった！ ◇ 

今日はＡさんが胸を押さえながらやって

来ました。どうやら牛乳を一度にたくさん飲

んだようです。 

Ｂさんがなぜそんなに飲んだのかと聞く

と、Ａさんは『だって、牛乳の箱には“開封

後はなるべく早くお召し上がりください”っ

て書いてあるじゃない。さっき２箱牛乳を買

ったんだけど、一つを開封したのを忘れて、

２つ目まで開けてしまってね。だから必死で

２箱とも飲んだんだ。大変だったよ』と言う

のです。どうやらＡさんは、１リットルの牛

乳を２本近く飲んだようです。 

Ｂさんが『なるべく早くってのは、一気に

飲めってことではないよ』と言うと、Ａさん

は『えっ、違うの。俺毎回、一気飲みしてい

た』と驚きの声を上げました。 

『一気に飲むＡさんの方がよっぽど驚き

だよ』と言いながら、今日もＢさんが、ゆっ

くり話し始めたそうです。 

『牛乳２リットルを一気飲みしてしまった！』事件 

株式会社ジャパンサービス 担当  

旭川市豊岡１１条１－１－７ ワンスリービル３F 

TEL０１６６－３３－４０００ FAX０１６６－３９－３３１１ 

http://japan-s.jp  mail info@japan-s.jp 

保険に関するご相 

談は、右記までご 

遠慮なくお寄せく 

ださい 

Ｂさんのお話⇒『ちょっと怖い時がある～“分かったつもり”』   
勘違いって割に多いよね。あの“うさぎ追いし

．．．
かの山”っていう“ふるさと”の

歌、うさぎが“（食べて）おいしい
．．．．

”って誤解してたっていうテレビドラマを見て、

『あっ違うんだ』と気付いた人、私の周りにもいたもの。 

まあ、その程度なら笑い話だけれど、情報化時代っていうか、活字が独り歩きす

るようになった今、とんでもない勘違いも増える傾向にあるらしい。たとえば女性

が自分の子供を他人に産んでもらう“代理出産”を、夫が妻以外の女性に子供を産

ませることだと勘違いして、反対運動の署名をした人もいたそうだ。 

誰かがチェックすると何でもないことでも、読んだだけでは意外な勘違いをして

しまうことがある。面倒でも説明を受けた方がよいことは、案外多いと思う…。 
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